
OUフェローシップセミナー

「実験ノートの記録の残し方」

＜内容＞
アカデミアでは学生が数年で卒業して行くため、学生間で研究テーマの引き継ぎを行う際、
当人しかわからない実験記録により第三者が実験を再構築しようとしてもできないという場面
に遭遇する。本セミナーでは、実験記録の意図する目的、実験記録の残し方について解説し、
科学論文や創薬研究で留意する実験記録のエッセンスを紹介する。

＜対象＞
岡山大学に在籍する若手研究者、大学院生、研究室に配属されている学部生等

定員：８０名

参加：事前申し込み（締切３月３日）
ご希望の方は、事前に下記URLから申込ください。
https://forms.gle/qevzoDeD5nSteEeU6

＜会場案内＞
岡山大学津島キャンパス 薬学部 大講義室（右図参照）

※自転車や公共交通手段にて、お越しください。

本件について質問等がありましたら、下記Eメールアドレスにお気軽にご連絡ください。
E-mail: ura-info@okayama-u.ac.jp

主催：研究推進機構 学術研究推進本部、 岡山大学若手研究者アカデミー

研究スキル向上を目的として、中外製薬(株)クオリティ推進部の須藤宏和博士を講師に
お招きし、「実験ノートの記録の残し方」についてのセミナーを開催します。
企業で実験記録や実験データの品質を保証する業務（信頼性保証）に携わっている方
から、直接学ぶことのできる絶好の機会ですので、ぜひご参加ください。

日時：2023年3月7日（火）14:00～16:00
場所：薬学部大講義室 （会場が中会議室から変更になりました）

講師：中外製薬(株)クオリティ推進部 GLP/非臨床領域信頼性保証部門責任者
須藤宏和（薬学博士）
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